
令和 7 年 8 月 26 日 

各位 

栗原市 

株式会社西武不動産 

 

「栗駒高原・西武の森」の自然環境の保全と持続的な利用に向け 

「連携・協力に関する協定書」を本日締結 

 

栗原市（市長：佐藤 智）と株式会社西武不動産（所在：東京都豊島区、代表取締役社長：齊藤

朝秀）は、令和 7 年 8 月 26 日付で「連携・協力に関する協定書」を締結し、栗原市役所にて協定

締結式を執り行いました。 

この協定は、西武不動産が所有する「栗駒高原・西武の森」の自然環境の保全と、持続可能な利

用を通じ、地域の活性化や地方創生につながる取組みに向けた連携・協力体制の強化を図ることを

目的に締結したものです。 

 

■協定概要 

1. 協 定 の 名 称  栗原市・株式会社西武不動産との連携・協力に関する協定書 

2. 協 定 締 結 者  栗原市、株式会社西武不動産 

3. 締 結 日   令和 7 年 8 月 26 日（火） 

4. 連携・協力事項   

（1）「栗駒高原・西武の森」の持続可能な利用に関すること 

（2）自然環境の保全に関すること 

（3）「栗駒高原・西武の森」をはじめ、周辺環境を通じた地域の活性化や地方創生につながる取組   

みに関すること 

（4）栗原市域の豊かな自然、文化、歴史等を活用した栗駒山麓ジオパークの活動推進につながる   

取組みに関すること 

                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 協定締結式の様子 

【左：栗原市長 佐藤 智  

右：西武不動産代表取締役社長 齊藤 朝秀】 

「栗駒高原・西武の森」 



■協定締結の経緯 

栗原市では「ゼロカーボンシティ栗原」の実現に向けて、栗駒山の豊かな自然環境を適切に保全

し、『豊かな美しいくりはら』の未来への継承を掲げており、また栗駒山の豊かな自然環境を活かし

た、新たな観光誘客による賑わいの創出と、地域経済の好循環への波及を目指しています。 

西武不動産は「西武グループ長期戦略 2035」の重要テーマの１つである『脱炭素・資源有効活用』

の実現に向けて、保有する全国の遊休地において、社会・地域貢献の観点から森林整備、環境保全を軸

に全国に西武の森を展開しており、「栗駒高原・西武の森」もその一つです。 

両社が「栗駒高原・西武の森」の活用について意見交換する中で方向性が一致し、本協定の締結に

至りました。今後、「栗駒高原・西武の森」の自然環境の保全と持続可能な利用を通じ、地域の活性

化や地方創生につながる取組みに向け連携・協力してまいります。 

 

■協定締結に際しての代表者のコメント 

・栗原市 市長 佐藤 智 

今年、市政２０周年の節目を迎えた中で、未来に向けた新たな一歩として、株式会社西武不動産さ

まと連携協定を結べることを大変嬉しく思います。長年にわたり森林や不動産開発に深い知見をお

持ちの株式会社西武不動産さまと、この自然環境の適切な保全と持続可能な利用に向けた連携体制

を構築できることは、地域の未来を拓く上で大きな意義を持つものであり、大変心強く感じており

ます。この栗駒山の豊かな自然環境の価値を最大限に引き出し、地域の活性化や地方創生に繋げる

ため、今後の連携を強化し、具体的な施策や試みを共に検討・実施してまいりたいと考えておりま

す。 

 

・株式会社西武不動産 代表取締役社長 齊藤 朝秀 

本日、栗原市さまとの間で連携協定を締結できましたことを心よりうれしく思います。森林は単なる

自然資源にとどまらず、地域の文化や暮らしを支える、次世代へ繋ぐべき大切な財産です。私たちは

この協定を通じ、栗原市さま、さらには地域の皆さまと協力しながら、環境保全、教育、観光、そし

て地域振興といった多面的な価値を創出してまいります。 

栗駒山麓の豊かな自然資源を多くの方に体感いただける機会の提供を通じて、社有地を含む周辺エ

リアが国内有数の自然環境学習の場となるよう尽力してまいります。 

 

■目標達成に向けた具体的な連携のイメージ 

①栗駒山観光における『新たな客層』の獲得 

「栗駒高原・西武の森」をフィールドとした「民間企業向け環境研修プログラム」において、近隣の

宿泊施設であるハイルザーム栗駒を研修・宿泊拠点とした一体的なパッケージを提供することで、

新たな客層の集客が期待できます。 

 

②観光関係事業者等との連携による地域経済の活性化 

環境研修プログラムの経済的な循環による活性化や現地ガイドのほか、地元の観光関係事業者等と

の相互連携による新たなコンテンツの創出などが期待できます。 



③アドベンチャーツーリズムの普及促進 

「栗駒高原・西武の森」を活用したジオトレイルのほか、栗駒山の自然環境を活用した体験型コンテ

ンツの普及促進に向けた相乗的な情報発信が期待できます。 

 

④ジオパーク学習の促進 

栗駒山の多岐にわたる生物・植物情報が、いきものコレクションアプリ『Biome(バイオーム)』内に

デジタルデータとして蓄積されることで、ジオパーク学習での効果的な活用が期待できます。 

※『BIOME(バイオーム)』とはスマホで撮影した生物の写真から、AI が名前を自動判定するアプリ

で日本国内の動植物ほぼ全種（約 10 万種）に対応しています。自治体や企業の環境教育・生物多様

性施策にも活用されており、SDGs 活動の一環としても注目されています。 

BIOME ホームページ：https://biome.co.jp/app-biome/  

 

                     

    

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

■「栗駒高原・西武の森」概要 

所 在 地：宮城県栗原市 

面 積：328ha 

アクセス：くりこま高原駅から車で 35 キロ約 50 分 

特 徴：全域が栗駒国定公園内に位置 

     全域が天然の広葉樹林で構成され希少な高山植物も多い自然豊かなエリア 

H P：https://seibunomori.jp/morikatsu/kurikoma.html 

 

『BIOME』を実際に使用した研修の様子① 『BIOME』を実際に使用した研修の様子② 

https://biome.co.jp/app-biome/
https://seibunomori.jp/morikatsu/kurikoma.html

